
独自の工夫で取扱いを改善した初期のX線管
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国産初の熱陰極Ｘ線管クーリッジ管で、サイズ(Φ18cm×55cm)・形状はGE
社のものとほぼ同じであるが、バルブ中央の排気口(チップ)が陰極側ソ
ケットの中に収納されているので不用意な破損を防げ、取扱が容易であ
る。この点は初期のGEのU形より進歩している。ガスX線管と違いシンプル
な構造である。焦点寸法は、Φ8.5mmと大きいが、透視診断や体表面の放
射線治療に用いられた。最初期の国産クーリッジ管として重要である。
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